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「
わ
が
国
政
府
は
、﹃
ビ
ジ
ネ
ス
と
人

権
に
関
す
る
国
連
指
導
原
則
﹄（
以
下
、

指
導
原
則
）に
基
づ
い
た
、
国
別
行
動

計
画
（
以
下
、
Ｎ
Ａ
Ｐ
）
の
策
定
プ
ロ

セ
ス
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。」
筆
者

は
二
〇
一
六
年
一
一
月
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
「
国
連
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
し
、

各
国
の
指
導
原
則
へ
の
取
り
組
み
に
関

す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
冒
頭
の
モ
ザ
ン

ビ
ー
ク
政
府
に
よ
る
報
告
を
目
に
し
た
。

同
国
政
府
の
発
言
は
、
同
国
に
進
出
す

る
日
系
企
業
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意

味
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。

●�

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
Ｎ
Ａ
Ｐ
と
日
系

企
業
の
関
係

　

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
政
府
は
、
前
述
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
、
Ｎ
Ａ
Ｐ
の
策
定
に
向
け

て
、
同
国
内
で
の
基
礎
調
査
を
完
了
し
、

次
の
段
階
と
し
て
政
府
、
市
民
社
会
、

民
間
セ
ク
タ
ー
、
議
会
お
よ
び
司
法
が

一
堂
に
会
す
る
公
式
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

こ
れ
が
予
定
ど
お
り
進
め
ば
、
同
国
は

ア
フ
リ
カ
で
最
初
の
Ｎ
Ａ
Ｐ
策
定
国
と

な
る
。
同
じ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
日
本
国
政

府
も
、
今
後
Ｎ
Ａ
Ｐ
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
を
初
め
て
公
に
示
し
た

が
⑴
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
が
日
本
よ
り
も

先
に
Ｎ
Ａ
Ｐ
を
策
定
す
る
可
能
性
は
高

い
。

　

指
導
原
則
は
、「
人
権
を
保
護
す
る

国
家
の
義
務
」、「
人
権
を
尊
重
す
る
企

業
の
義
務
」
そ
し
て
「
犠
牲
者
の
実
効

的
な
救
済
の
手
段
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確

保
す
る
国
家
の
義
務
」
の
三
つ
の
柱
に

支
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
先
進
国

の
企
業
が
途
上
国
に
進
出
す
る
場
合
、

送
り
出
し
と
受
け
入
れ
国
双
方
の
理
解

と
協
力
が
求
め
ら
れ
る
。
Ｎ
Ａ
Ｐ
を
策

定
す
れ
ば
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
政
府
は
、

地
場
企
業
に
求
め
る
の
と
同
様
に
、
日

本
か
ら
の
進
出
企
業
へ
対
し
て
も
、
Ｎ

Ａ
Ｐ
に
示
さ
れ
る
政
策
を
実
現
す
る
た

め
の
企
業
行
動
を
求
め
、
日
本
政
府
に

は
指
導
原
則
へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め

る
だ
ろ
う
。

　

指
導
原
則
の
基
底
に
は
、
世
界
人
権

宣
言
と
国
際
人
権
規
約
お
よ
び
Ｉ
Ｌ
Ｏ

中
核
的
労
働
基
準
が
あ
る
。
取
り
立
て

て
新
し
い
概
念
が
導
入
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、そ
こ
に
示
さ
れ
る「
人

権
」
の
範
囲
は
、
一
般
的
に
日
本
人
が

イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
よ
り
も
、
幅
広
く

深
い
。
特
に
政
府
の
規
制
や
統
制
力
が

弱
い
途
上
国
で
企
業
活
動
を
行
う
場
合
、

企
業
自
身
が
責
任
を
問
わ
れ
る
可
能
性

が
高
ま
る
。
国
家
間
に
生
じ
る
ガ
バ
ナ

ン
ス
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
た
め
、
先
進
国
で

の
事
業
で
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
人

権
課
題
が
、
進
出
先
の
国
で
は
問
題
と

な
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
こ

れ
に
手
当
を
し
な
い
こ
と
が
、
企
業
に

と
っ
て
の
新
た
な
事
業
リ
ス
ク
と
し
て

浮
か
び
上
が
る
可
能
性
が
あ
る
の
だ
。

　

こ
れ
ら
の
背
景
を
踏
ま
え
て
、
本
稿

で
は
次
の
二
つ
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
①
二
〇
一
六
年
一
一
月
現
在
、
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
に
進
出
し
て
い
る
日
系
企

業
は
一
六
社
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
企
業

は
、
今
後
同
国
政
府
か
ら
Ｎ
Ａ
Ｐ
に
基

づ
く
政
策
に
よ
っ
て
、
責
任
あ
る
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
実
践
の
証
明
を
求
め

ら
れ
た
場
合
、
人
権
に
十
分
配
慮
し
た

責
任
あ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
実
践

し
て
い
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
②
日
本
政
府
の
「
日
本
再
興
戦
略

二
〇
一
六
」
の
柱
の
一
つ
に
、
地
域
中

小
企
業
等
の
海
外
展
開
の
促
進
が
挙
げ

ら
れ
て
お
り
、
今
後
海
外
へ
進
出
す
る

中
小
企
業
は
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

し
か
し
、
中
小
企
業
は
、
先
に
述
べ
た

よ
う
な
人
権
課
題
に
は
な
じ
み
が
薄
い
。

日
本
政
府
は
こ
れ
ら
の
企
業
に
対
し
、

い
か
な
る
支
援
を
提
供
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
。

　

こ
れ
ら
の
答
え
を
探
る
た
め
に
、
本

稿
で
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
水
産
加
工
事

業
に
従
事
す
る
、
日
本
の
中
小
企
業
が

ど
の
よ
う
に
責
任
あ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
践
し
て
お

り
、
そ
の
取
り
組
み
が
、
指
導
原
則
の

枠
組
み
に
照
ら
し
て
ど
の
よ
う
に
評
価

さ
れ
る
か
を
検
証
す
る
。
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
て
、
日
本
国
政
府
が
果
た
し
う

る
支
援
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す

る
。

●�

進
出
企
業
が
考
慮
す
べ
き
人
権

課
題

　

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
は
、
独
立
後
一
七
年

間
続
い
た
内
戦
が
一
九
九
二
年
に
終
了

し
た
が
、
内
戦
の
負
の
影
響
は
今
も
続

き
、
国
が
抱
え
る
人
権
課
題
は
多
岐
に

亘
る
。
特
に
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
る
分

野
に
は
、
土
地
、
女
性
、
司
法
権
お
よ

び
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
の
権
利
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
年
は

資
源
開
発
に
よ
る
経
済
発
展
が
著
し
く
、

こ
れ
に
と
も
な
い
増
加
し
た
天
然
資
源

分
野
へ
の
直
接
投
資
に
よ
る
事
業
活
動

が
及
ぼ
す
、
土
地
、
環
境
、
住
民
、
労

働
者
の
権
利
に
対
す
る
負
の
影
響
が
問

ト
レ
ン
ド
・
リ
ポ
ー
ト

ハ
マ
グ
リ
の
旅
　
一
万
五
〇
〇
〇
キ
ロ

　
―
日
本
の
中
小
企
業
が
、
ア
フ
リ
カ
で
求
め
ら
れ
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
の
実
践
―

井
上 

直
美
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題
視
さ
れ
て
い
る
。

　

天
然
資
源
分
野
の
開
発
に
よ
り
順
調

に
経
済
成
長
を
続
け
て
い
た
同
国
だ
が
、

二
〇
一
六
年
四
月
、
こ
れ
ま
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ

に
通
知
し
て
い
な
か
っ
た
債
務
が
、
一

〇
億
ド
ル
以
上
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
融
資

を
中
止
し
、
世
銀
が
直
接
財
政
支
援
を

一
次
中
断
す
る
な
ど
、
各
援
助
ド
ナ
ー

の
財
政
支
援
が
止
ま
り
、
連
動
し
て
経

済
成
長
も
減
速
に
転
じ
た
。
同
国
政
府

は
、
継
続
的
な
成
長
に
は
、
経
済
活
動

の
活
発
化
は
欠
か
せ
な
い
と
し
て
お
り
、

自
国
民
の
人
権
課
題
へ
の
取
り
組
み
の

表
明
は
、
有
益
で
あ
る
。
自
国
民
の
権

利
を
守
り
つ
つ
持
続
的
な
経
済
成
長
を

推
進
す
る
、
そ
の
目
的
に
指
導
原
則
の

実
行
は
合
致
す
る
。

　

同
国
の
Ｎ
Ａ
Ｐ
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
を

主
管
す
る
の
は
、「
司
法
・
憲
法
・
宗

教
省
」
だ
。
同
省
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
人

権
の
問
題
に
お
け
る
法
的
枠
組
み
の
欠

如
、
市
民
や
企
業
を
含
む
国

家
全
体
で
の
認
識
の
欠
如
、

特
に
中
小
企
業
に
お
け
る
認

識
の
低
さ
が
課
題
で
あ
る
と

指
摘
し
て
い
る
⑵
。
Ｎ
Ａ
Ｐ

策
定
と
同
時
に
、
法
的
拘
束

力
を
持
っ
た
枠
組
み
を
導
入

し
、
進
出
企
業
に
も
適
用
す

る
可
能
性
も
あ
る
。

　

同
省
は
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

で
活
動
す
る
す
べ
て
の
企
業

が
人
権
方
針
と
行
動
計
画
を
持
ち
、
人

権
尊
重
に
取
り
組
み
、
こ
れ
ら
を
広
く

社
会
へ
公
開
す
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

中
小
企
業
も
大
企
業
と
同
様
の
対
応
が

求
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
進
出
す
る
日

系
中
小
企
業
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ

ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

●�

日
本
へ
届
け
ハ
マ
グ
リ

一
万
五
〇
〇
〇
キ
ロ
の
旅

　

A
-O

ne Enterprises, Lda.

（
以
下
、

Ａ
Ｅ
Ｌ
）
は
、
三
重
県
伊
勢
市
に
あ
る

Ａ‒

Ｏ
Ｎ
Ｅ
社
の
現
地
法
人
と
し
て
、

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
ハ
マ
グ
リ
の
冷
凍
加

工
事
業
を
営
む
日
系
企
業
で
あ
る
。
Ａ

Ｅ
Ｌ
は
二
〇
一
三
年
五
月
に
設
立
さ
れ
、

現
地
で
採
れ
た
ハ
マ
グ
リ
を
選
別
・
冷

凍
し
、
日
本
へ
直
接
輸
出
し
て
い
る
。

一
部
は
、
タ
イ
の
加
工
場
で
最
終
製
品

加
工
を
施
し
、
そ
の
ま
ま
日
本
の
消
費

者
市
場
へ
と
流
通
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｅ
Ｌ
は
、
マ
プ
ト
州
マ
ト
ラ
市
に

ハ
マ
グ
リ
の
加
工
・
冷
凍
工
場
を
保
有

す
る
。
マ
プ
ト
中
心
街
か
ら
車
で
約
一

時
間
、
約
二
〇
キ
ロ
に
位
置
す
る
マ
ト

ラ
市
は
、
マ
プ
ト
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

だ
が
、
近
年
は
企
業
の
進
出
が
盛
ん
で

あ
る
。
筆
者
は
、
二
〇
一
六
年
九
月
に
、

マ
ト
ラ
市
の
Ａ
Ｅ
Ｌ
現
地
本
社
を
訪
問

し
、
工
場
を
見
学
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｌ
が
取
り
扱
う
ハ
マ
グ
リ
の
旅

は
、
イ
ン
ド
洋
上
の
小
島
か
ら
始
ま
る
。

地
元
の
漁
民
が
捕
っ
た
ハ
マ
グ
リ
は
、

小
型
船
で
一
〇
時
間
か
け
て
、
モ
ザ
ン

ビ
ー
ク
海
峡
に
臨
む
同
国
第
二
の
都
市
、

ベ
イ
ラ
の
港
に
運
ば
れ
る
。
こ
こ
か
ら

ハ
マ
グ
リ
は
、
国
道
一
号
線
を
南
下
し
、

合
計
一
二
〇
〇
キ
ロ
も
の
距
離
を
丸
一

日
か
け
て
マ
ト
ラ
へ
運
ば
れ
る
。
距
離

が
長
い
だ
け
で
は
な
い
。最
大
野
党「
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
民
族
抵
抗
運
動
」（
Ｒ
Ｅ

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｏ
）
が
地
方
分
権
化
を
訴
え
、

北
中
部
で
武
装
兵
に
よ
る
襲
撃
を
活
発

化
さ
せ
て
お
り
、
道
中
で
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ

Ｏ
の
私
兵
に
よ
る
武
装
集
団
の
襲
撃
に

遭
う
恐
れ
も
あ
る
の
だ
。
こ
う
し
て
漁

師
の
手
を
離
れ
た
ハ
マ
グ
リ
が
無
事
に

マ
ト
ラ
に
到
着
す
る
ま
で
に
は
、
少
な

く
と
も
二
日
以
上
は
か
か
る
。

　

同
社
は
ベ
イ
ラ
で
二
五
〇
人
、
マ
プ

ト
で
九
〇
人
の
漁
師
か
ら
、
毎
日
直
接

ハ
マ
グ
リ
を
現
金
で
買
い
取
っ
て
い
る
。

同
社
が
現
れ
る
以
前
は
、
限
ら
れ
た
現

金
収
入
し
か
な
か
っ
た
漁
師
に
、
確
実

な
現
金
収
入
を
も
た
ら
し
た
。
買
い
取

り
に
際
し
て
は
、
後
述
す
る
買
い
取
り

方
針
を
遵
守
し
た
漁
師
の
ハ
マ
グ
リ
の

み
を
仕
入
れ
る
と
い
う
、
厳
し
い
基
準

を
設
け
て
い
る
。

　

マ
ト
ラ
市
で
同
社
が
運
営
す
る
工
場

は
、
八
〇
人
の
工
場
ワ
ー
カ
ー
、
一
〇

名
の
事
務
職
員
お
よ
び
現
地
法
人
社
長

の
松
永
氏
と
夫
人
の
二
名
の
日
本
人
で

運
営
し
て
い
る
。
工
場
長
を
務
め
る
の

は
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
経
験
の
長
い
キ
ュ

ー
バ
人
女
性
だ
が
、
彼
女
以
外
の
従
業

員
は
、
す
べ
て
現
地
人
だ
。
事
業
開
始

当
初
は
、
日
本
の
常
識
が
通
じ
ず
、
一

つ
一
つ
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
教
育
し
て
い
っ
た
と

い
う
。

　

工
場
で
は
、
ベ
イ
ラ
と
マ
プ
ト
か
ら

送
ら
れ
て
き
た
ハ
マ
グ
リ
の
洗
浄
、
選

別
、
梱
包
、
冷
凍
作
業
を
行
う
。
作
業

員
は
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
大
人
の
拳
ほ

ど
も
あ
る
ハ
マ
グ
リ
の
状
態
を
確
か
め
、

選
別
作
業
を
行
う
。
こ
の
作
業
が
数
回

繰
り
返
さ
れ
て
、
袋
詰
め
さ
れ
る
。
袋

詰
め
さ
れ
た
ハ
マ
グ
リ
は
、
箱
に
詰
め

ら
れ
、
冷
凍
さ
れ
、
タ
イ
を
経
由
す
る

か
、
直
接
日
本
へ
輸
出
さ
れ
る
。
選
別

の
際
に
撥
ね
ら
れ
た
、
死
ん
だ
ハ
マ
グ

リ
の
貝
殻
は
粉
砕
さ
れ
、
鶏
の
飼
料
と

し
て
地
元
企
業
へ
販
売
さ
れ
る
等
、
同

社
は
「
持
続
可
能
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
」
に
む
け
た
取
り
組
み
に
積
極
的
で

あ
る
。
し
か
し
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
政
府

が
Ｎ
Ａ
Ｐ
を
策
定
し
、
す
べ
て
の
企
業

に
人
権
方
針
と
行
動
計
画
お
よ
び
報
告

を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
Ａ
Ｅ
Ｌ

は
対
応
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
中

小
企
業
の
間
の
「
指
導
原
則
」
の
認
知

度
は
低
く
、
こ
れ
に
明
示
的
に
対
応
し

て
い
る
企
業
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。

●�

人
権
報
告
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

み
る
事
業
運
営
の
実
践

　

以
下
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｌ
の
取
り
組
み
を
、

人
権
報
告
お
よ
び
保
証
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
（
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｉ
）
が
推
奨
す
る
指
導
原

AEL 工場の様子（筆者撮影）
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則
報
告
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
⑶
を
参
考
に

検
証
す
る
。
た
だ
し
、
限
ら
れ
た
時
間

で
行
っ
た
聞
き
取
り
情
報
を
基
に
検
証

す
る
た
め
、
Ａ
Ｅ
Ｌ
の
事
業
す
べ
て
を

網
羅
し
、
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｉ
の
全
要
件
を
満
た

す
こ
と
を
目
的
と
し
な
い
こ
と
に
注
意

い
た
だ
き
た
い
。
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｉ
で
は
右
の

表
に
示
す
指
導
原
則
の
七
つ
の
要
素
を

報
告
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
含
め
て
い
る
。

⑴�

人
権
方
針
の
公
表

　

人
権
方
針
は
公
表
し
て
い
な
い
。
外

部
向
け
に
公
表
し
て
い
る
宣
言
こ
そ
な

い
が
、
同
社
は
工
場
従
業
員
や
漁
師
お

よ
び
事
業
関
係
者
に
対
し
、
自
社
の
事

業
方
針
お
よ
び
関
連
す
る
人
権
課
題
を

伝
え
、
実
践
を
促
し
て
い
る
。
事
業
運

営
の
過
程
に
組
み
込
む
形
で
人
権
課
題

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
人
権
方
針
の
宣

言
の
要
素
と
な
る
も
の
を
保
有
し
て
い

る
と
い
え
る
。

⑵�

人
権
尊
重
の
概
念
の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の

組
込
み

　

重
要
な
課
題
を
特
定
し
、
調
達
方
針

に
組
み
込
ん
で
い
る
。
自
社
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
、
製
品
の
安
全
確
保
に
関

し
て
は
、
製
品
の
製
造
・
加
工
過
程
に

お
い
て
、
製
品
の
安
全
を
確
保
す
る
衛

生
管
理
の
手
法
で
あ
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を

採
用
し
、
日
々
の
操
業
に
お
い
て
実
践

し
て
い
る
。

⑶�

人
権
へ
の
影
響
評
価

　

同
社
は
事
業
に
お
い
て
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
人
権
課
題
に
関
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
対
応
策
を
講
じ
て
い
る
。

【
結
社
の
自
由
】
現
時
点
で
組
合
は
存

在
し
な
い
が
、
国
の
労
働
法
に
従
い
、

組
合
を
作
る
自
由
を
従
業
員
に
伝
え
、

担
保
し
て
い
る
。

【
適
正
賃
金
】
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金

を
支
給
し
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
の
製

造
業
に
お
け
る
最
低
賃
金
は
五
二
〇
〇

メ
テ
ィ
カ
ル
だ
が
、
Ａ
Ｅ
Ｌ
は
、
五
八

〇
〇
メ
テ
ィ
カ
ル
程
度
を
支
払
っ
て
い

る
。
別
途
支
給
す
る
交
通
費
、
役
職
手

当
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
等
を
含
め
る
と
、

七
〇
〇
〇
メ
テ
ィ
カ
ル
以
上
の
給
与
を

支
払
っ
て
い
る
。

【
公
正
な
労
働
条
件
】
ハ
マ
グ
リ
は
潮

の
関
係
で
ひ
と
月
一
五
日
の
み
採
れ
る

た
め
、
工
場
は
こ
れ
に
合
わ
せ
た
勤
務

シ
フ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
従
業
員
は
残

業
を
や
り
た
い
と
主
張
す
る
が
、
労
働

基
準
に
応
じ
た
勤
務
に
し
て
い
る
。
ま

た
福
利
厚
生
と
し
て
、
工
場
で
の
お
茶

や
食
事
を
提
供
し
て
い
る
。

【
差
別
】
職
場
で
起
こ
り
う
る
人
種
、

宗
教
、
性
別
等
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
差
別

を
禁
止
し
て
い
る
。
従
業
員
を
雇
用
す

る
際
に
、
特
定
の
宗
教
を
理
由
に
雇
用

を
拒
否
す
る
こ
と
も
な
い
。

【
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
】
言
葉
や
行
動
に
よ

る
い
か
な
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
見
逃
さ

な
い
よ
う
に
、
役
員
を
は
じ
め
と
す
る

経
営
陣
が
随
時
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

日
本
人
の
常
識
で
は
考
え
が
及
ば
な
い

現
地
の
文
化
特
有
の
や
り
方
で
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
仲
間
同
士
の
足
の

引
っ
張
り
合
い
が
行
わ
れ
る
そ
う
だ
。

以
前
は
、
仲
間
の
仕
事
を
邪
魔
す
る
た

め
の
道
具
と
し
て
、
黒
魔
術
を
か
け
た

枝
が
使
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

【
健
康
】
従
業
員
の
健
康
は
事
業
運
営

の
基
本
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
全
従

業
員
に
年
一
回
の
健
康
診
断
を
義
務
付

け
て
い
る
。
し
か
し
、
国
民
の
健
康
管

理
に
関
す
る
知
識
は
乏
し
く
、
従
業
員

が
、
突
然
倒
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
頻

繁
に
起
こ
る
。
そ
こ
で
、
工
場
に
嘱
託

医
を
置
き
、
従
業
員
の
健
康
面
を
支
援

す
る
取
り
組
み
を
開
始
す
る
予
定
だ
。

【
安
全
】
工
場
で
従
業
員
が
安
全
に
仕

事
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
教
育
を
施
し
、

設
備
の
整
備
も
行
っ
て
い
る
。

【
環
境
・
水
資
源
】
資
源
保
護
の
観
点

か
ら
仕
入
れ
る
ハ
マ
グ
リ
は
、
三
セ
ン

チ
以
上
と
決
め
て
い
る
。
基
準
は
漁
師

に
伝
え
、
小
さ
な
ハ
マ
グ
リ
を
捕
獲
し

な
い
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
工

場
は
一
日
に
二
〇
ト
ン
の
水
を
必
要
と

す
る
が
、
二
〇
一
六
年
は
雨
が
少
な
く
、

マ
ト
ラ
市
と
隣
接
す
る
ボ
ア
ネ
郡
は
水

不
足
に
陥
っ
て
い
た
。
近
隣
住
民
の
水

利
用
を
脅
か
さ
な
い
た
め
に
も
、
地
下

水
の
利
用
を
検
討
中
だ
。

【
女
性
】
工
場
の
ワ
ー
カ
ー
は
、
七
割

が
女
性
だ
。
出
産
時
は
三
カ
月
間
の
有

給
休
暇
を
取
得
で
き
る
。
同
社
は
、
妊

婦
の
健
康
管
理
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
妊
婦
に
特
化
し
た
保
健
指
導

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
嘱
託
医
か

ら
妊
婦
健
診
を
受
け
ら
れ
よ
う
に
す
る

予
定
だ
。

【
子
ど
も
】
工
場
お
よ
び
す
べ
て
の
事

業
運
営
に
お
い
て
、
児
童
労
働
を
一
切

禁
止
し
て
い
る
。
ハ
マ
グ
リ
を
買
い
付

け
る
際
に
も
、
漁
師
に
こ
の
方
針
を
示

し
て
い
る
。

⑷�

調
査
結
果
の
改
善
へ
の
活
用

　

こ
れ
ま
で
示
し
た
重
要
な
権
利
へ
の

取
り
組
み
は
、
事
業
を
運
営
す
る
過
程

で
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
へ
の
対
処
の

過
程
で
編
み
出
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ

る
。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
を

活
用
し
た
改
善
に
も
着
手
し
て
い
る
。

（出所）指導原則報告フレームワーク、「指導原則との関係」より筆者抄訳⑶。

指導原則の７つの要素に対応する報告フレームワークの要件
1.　人権方針の公表
A1 人権尊重に対するコミットメントを具体的な内容として公に宣言する
2.　人権尊重の概念のビジネスへの組込み
A2 特定の人権擁護の実施に重点を置いている理由を実証する
C1 重大な人権課題を解決するための特定の方針を有し、公表する
3.　人権への影響評価
B1 自社の活動および事業関係に関連した著しい人権問題を公開する
B2 重大な人権課題を特定した手法について、ステークホルダーの見解を含め公開する
B3 特定の地域・分野へ焦点を当てる場合は、その理由を公開する
B4 すでに解決された重大課題についての情報を公開する
C3 時間の経過とともに重大な人権課題が変化するのを特定し、その対処を示す
4.　調査結果の改善への活用
C4 調査結果をどのように企業の意思決定プロセス及び行動に活用しているか公開する
5.　現状追跡
C5 重要な人権問題への取り組みが、実際に効果的であるかの確認手法を示す
6.　実施内容の公開

国連指導原則フレームワークを適用する
7.　救済措置の提供

C6
企業の行動や決断の結果、重大な人権問題において人々が傷つけられた場合、どのよ
うに効果的な救済を行う用意があるか公開する

＋ 4～7において・・・

C2 各重要な人権問題について、ステークホルダーエンゲージメントを行う
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た
と
え
ば
ベ
イ
ラ
近
隣
の
島
の
漁
師

と
の
ハ
マ
グ
リ
買
い
付
け
取
引
を
進
め

る
う
ち
に
、
こ
の
島
に
は
薬
等
の
医
療

品
や
食
品
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
買
い
付
け
に
行
く

船
で
物
資
を
運
ぶ
手
伝
い
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
Ａ
Ｅ
Ｌ

が
間
に
入
る
こ
と
で
、
学
校
の
修
復
支

援
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

協
議
中
で
も
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
島

で
急
病
人
が
発
生
し
、
ベ
イ
ラ
へ
緊
急

搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
際
は
、
買

い
取
り
用
の
船
を
出
動
さ
せ
る
こ
と
も

あ
る
と
の
こ
と
だ
。
地
域
住
民
と
の
か

か
わ
り
か
ら
認
識
し
た
問
題
を
解
決
す

る
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
慈
善
活
動
を
目

的
と
し
て
始
め
た
こ
と
で
は
な
い
。「
漁

師
か
ら
一
方
的
に
買
い
付
け
る
の
で
な

く
、
彼
ら
が
や
り
や
す
い
環
境
を
作
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
」（
松
永
氏
）
の

と
お
り
、
漁
師
の
生
活
の
安
定
化
の
た

め
に
、
現
状
を
良
く
し
よ
う
と
い
う
考

え
か
ら
始
め
た
。
安
定
し
た
事
業
運
営

は
、
事
業
に
関
わ
る
人
々
の
生
活
の
安

定
か
ら
と
の
考
え
の
下
、
地
域
住
民
お

よ
び
市
民
社
会
に
加
え
、
現
地
政
府
と

の
関
係
づ
く
り
や
、
従
業
員
と
の
信
頼

関
係
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

⑸�

現
状
追
跡

　

事
業
全
体
を
見
渡
し
、
問
題
点
を
調

査
し
、
重
要
な
課
題
に
関
し
て
は
、
週

一
回
の
従
業
員
会
議
で
対
策
を
検
討
し
、

改
善
す
る
サ
イ
ク
ル
を
作
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
新
し
い
事
業
を
始
め
る
前
に
は
、

周
辺
へ
の
影
響
を
調
査
し
、
人
権
デ
ュ

ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（
以
下
、
人
権

Ｄ
Ｄ
）
に
近
い
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
事
業
運
営
に
お
い
て
必
要
と

判
断
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
が
、
定
期

的
に
す
べ
て
の
重
大
な
人
権
項
目
に
関

し
て
評
価
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
人
権
Ｄ
Ｄ
と
は
異
な
る
。

⑹�

実
施
内
容
の
公
開

　

指
導
原
則
の
枠
組
み
に
当
て
は
め
た
、

自
社
の
人
権
尊
重
の
取
り
組
み
の
情
報

は
公
開
し
て
い
な
い
。

⑺�

救
済
措
置
の
提
供

　

自
社
内
外
で
発
生
し
た
問
題
に
つ
い

て
、
自
社
の
経
営
層
や
管
理
部
に
寄
せ

ら
れ
た
情
報
を
基
に
対
策
を
取
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　

以
上
の
検
証
の
結
果
か
ら
明
ら
か
な

よ
う
に
、
Ａ
Ｅ
Ｌ
の
事
業
は
、
指
導
原

則
で
求
め
ら
れ
る
人
権
尊
重
の
取
り
組

み
に
、
一
定
程
度
対
応
し
て
お
り
、
指

導
原
則
に
則
っ
た
情
報
発
信
に
も
対
応

す
る
用
意
は
あ
る
と
い
え
る
。
一
方
で
、

実
績
お
よ
び
効
果
の
定
期
的
な
測
定
と

評
価
や
、
取
り
組
み
内
容
を
指
導
原
則

の
枠
組
み
を
用
い
て
公
開
す
る
こ
と
は

で
き
て
い
な
い
。

●�

求
め
ら
れ
る
日
本
政
府
の
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト

　

Ａ
Ｅ
Ｌ
の
事
例
は
、
指
導
原
則
を
意

識
せ
ず
と
も
事
業
運
営
に
お
い
て
「
責

任
あ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
」
を
実
践

し
て
い
る
優
良
事
例
で
あ
る
。
途
上
国

に
進
出
し
て
い
る
多
く
の
日
系
企
業
も

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
、
あ
る
程
度

行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

指
導
原
則
に
則
し
た
形
で
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
人
権
Ｄ
Ｄ
の
実
行
、

定
期
的
な
評
価
と
改
善
、
幅
広
い
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
、
人
権
方
針

の
策
定
お
よ
び
情
報
開
示
を
、
自
社
の

み
で
行
う
に
は
専
門
知
識
を
備
え
た
人

的
資
源
が
不
足
し
て
い
る
。

　

近
い
将
来
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
進
出

す
る
企
業
は
、
国
の
Ｎ
Ａ
Ｐ
に
則
し
た

形
で
人
権
尊
重
へ
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
資
源
に
限
り
の
あ

る
中
小
企
業
が
こ
れ
に
全
面
的
に
対
応

す
る
の
は
難
し
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
こ
う
し
た
専
門
知
識
の
不
足
を
補

う
た
め
の
、
日
本
政
府
に
よ
る
支
援
が

有
効
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

投
資
先
国
で
、
Ｎ
Ａ
Ｐ
が
策
定
さ
れ
、

今
後
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
限
ら
ず
責
任
あ

る
行
動
が
、
す
べ
て
の
企
業
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
日
本
企
業
に
対

す
る
情
報
提
供
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お
よ

び
実
施
支
援
に
お
け
る
公
的
支
援
へ
の

期
待
は
高
ま
る
だ
ろ
う
。
情
報
提
供
に

あ
た
っ
て
、
人
権
尊
重
全
般
の
情
報
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
国
の
歴
史
や
民
族
お

よ
び
宗
教
、
紛
争
や
犯
罪
等
を
含
む
、

多
方
面
に
お
け
る
情
報
が
求
め
ら
れ
る
。

他
国
の
例
に
倣
う
な
ら
ば
、
英
国
を
は

じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
欧
州
政
府
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
非
営
利
団
体
の

M
yanm

ar Centre for Responsible 
Business

へ
出
資
し
、
人
権
の
側
面

か
ら
自
国
企
業
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
進
出
を

支
援
し
つ
つ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
へ
の

提
言
も
行
っ
て
い
る
。

　

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
政
府
の
Ｎ
Ａ
Ｐ
策
定

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
対
し
、
日
本
政
府

に
も
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
政
府

間
の
対
話
と
協
力
を
通
じ
て
双
方
の
発

展
に
と
っ
て
必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
議
論
す
る
こ
と
は
、
互
い
の
国
の
競

争
力
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
る
だ
ろ
う
。

日
本
政
府
は
、
い
か
に
進
出
す
る
日
系

企
業
を
支
援
し
つ
つ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

の
発
展
も
支
援
で
き
る
か
が
問
わ
れ
て

い
る
。

（
い
の
う
え　

な
お
み
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

法
・
制
度
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
注
》

⑴��http://w
w

w
.geneve-m

ission.
em

b-japan.go.jp/itpr_ja/
statem

ents_rights_20161116.
htm
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⑵�IIª Conferência N
acional sobre 

N
egócios e D

ireitos H
um

anos 
em

 M
oçam

bique 17-18 de 
O

utubro de 2016.

⑶�http://w
w

w
.ungpreporting.

org/resources/relationship-
betw

een-reporting-fram
ew

ork-
and-the-ungps/
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